
ﾒﾀﾉｰﾙ 10mL

湿重量20ｇ

5. 平成18年度初期環境調査対象物質の分析法概要

調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

[1]アジピン酸 【水質】

水質試料 吸引ろ過 ろ液

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ネガティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [1] 3,800

分析条件：
  機器

  LC：Shimadzu Prominence
      　  System
  MS：API4000
 カラム

  Inertsil ODS-3
  150mm×2.1mm、5μm

50mL ｶﾞﾗｽ繊維ろ紙

溶出

定容

ろ紙
ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加

ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸-13C6 4,000ng

LC/MS/MS-SRM-ESI-ネガティブ

ﾒﾀﾉｰﾙ

100mL

ｶﾞﾗｽ繊維ろ紙

300rpm、30分間

遠心分離

LC/MS/MS-SRM-ESI-ネガティブ

振とう抽出

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ネガティブ

検出下限値：
 【底質】（ng/g-dry）
　 [1] 6

分析条件：
  機器

  LC：Shimadzu Prominence
      　  System
  MS：API4000
  カラム

  Inertsil ODS-3
 150mm×2.1mm、5μm

ろ紙 溶出

ﾒﾀﾉｰﾙ 10mL

【底質】

ろ液

精製水50mL
30分間

吸引ろ過

ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加

ｱｼﾞﾋﾟﾝ酸-13C6 4,000ng

底質試料

「昭和59年度化学物質分析法開発調査報告書」を参考に変更

定容

ﾒﾀﾉｰﾙ

100mL

「昭和59年度化学物質分析法開発調査報告書」を参考に変更
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
0.5mLまで

1,000mL 7%塩酸 pH3
塩化ﾅﾄﾘｳﾑ 50g

pH調整

カラム
クリーンアップ

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 5mLGL-Pack ｶﾞﾗｽSPE PLS-3
10mL/分

振とう抽出

ﾍｷｻﾝ/酢酸ｴﾁﾙ(3:2)
100mL×2回

濃縮

水質試料

【水質】

[2]3'-アミノ-4'-メ
トキシアセトアニ
リド

【水質】

溶出

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

脱水

精製水
 4mL

分析原理：LC/MS-SIM-ESI-
ポジティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [2] 2

分析条件：
 機器

  LC：Shimadzu Prominence
      　  System
  MS：API3200
  又は

  Agilent 1000Series LC/MSD
  カラム

  TSK-GEL AMIDE-80
  250mm×2.0mm、5μm

固相抽出

LC/MS-SIM-
ESI-ポジティブ

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

定容

水質試料

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
 2mLまで

200mL

Sep-Pak Vac 3mL
（ｼﾘｶｹﾞﾙ 0.5g）

溶出：ｱｾﾄﾝ/ﾍｷｻﾝ(5:95) 5mL

GC/MS-SIM-EI

分析原理：GC/MS-SIM-EI

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　   [3] 2
　   [7] 7
　 [39] 2.7

分析条件：
  機器

  GCMS2010又は

  GCMS-QP2010
 カラム

  ZB-1
  30m×0.32mm、0.25μm

濃縮

窒素ﾊﾟｰｼﾞ

1mLまで

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

[3]4-アリル-1,2-ジ
メトキシベンゼン

[7]S -エチル=2-(4-
クロロ-2-メチル

フェノキシ)チオ

アセタート（別
名：フェノチオー
ル又はMCPAチオ

エチル）

[39]2,4,6-トリニト

ロトルエン

濃縮

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾌｪﾅﾝﾄﾚﾝｰd10 10ng
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
2mLまで

濃縮
カラム

クリーンアップ

【水質】
分析原理：GC/MS-SIM-EI

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [4] 40

分析条件：
  機器

  GCMS-QP2010
 カラム

  DB-5MS
  30m×0.25mm、0.25μm

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

脱水

Sep-Pak ﾌﾛﾘｼﾞﾙ 5g
溶出：ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 10mL

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
 2mLまで

濃縮

「昭和62年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ｱﾝﾄﾗｷﾉﾝ-d10 200ng

GC/MS-SIM-EI

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ
 100mL×2回

ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加
ｱﾝﾄﾗｷﾉﾝ-d8 200ng

振とう抽出

[4]9,10-アントラ

センジオン（別
名：アントラキノ
ン）

1,000mL

水質試料
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

分析原理：ICP-MS又は水素

化物発生原子吸光法

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
      [5]  1.5
    [34]  1.7
    [38] 19

分析条件（ICP-MS）：

 機器

  SPQ9000又はICPM-8500

分析条件（水素化物発生原
子吸光法）：
  機器

  原子吸光分析：A-1800
  水素化物発生：HYD-10
  水素化物原子化：HYD-20

【水質】

濃硝酸 5mL
95℃、2時間

50mLまで

精製水

100mL

ICP-MS

2M酢酸ｱﾝﾓﾆｳﾑ 5mL
pH 5～6

洗浄

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
115In用103Rh 1,000又は10,000ng
205Tl用209Bi 1,000又は10,000ng
122Te用102Pt 1,000又は10,000ng

ろ紙5種B100mL
ﾃﾌﾛﾝ製ﾋﾞｰｶ

ろ過水質試料 加熱濃縮

[5]、[34]及び[38]の多元素同時測定の場合

定容

濃硝酸 1mL
95℃、2時間

固相抽出

[5]の単元素測定の場合

[5]インジウム及

びその化合物（イ
ンジウムとして）

[34]タリウム及び

その化合物（タリ
ウムとして）

[38]テルル及びそ

の化合物（テルル
として）

pH調整

2M硝酸

2mL×3回

水質試料 加熱

100mL
ﾃﾌﾛﾝ製ﾋﾞｰｶ

溶出

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
115In用103Rh 100ng

精製水
 100mL

0.5M酢酸ｱﾝﾓﾆｳﾑ

50mL

ICP-MS定容

Empore Chelate Disk 47mm
100～150mL/分

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠 
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

80℃、45分間

5mLまで

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

6M塩酸 20mL

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
205Tl用209Bi 50ng

ろ過

ろ過

精製水
 10mL

蒸発乾固
濃硝酸 0.5mLを加え蒸発乾固

30%過酸化水素水 0.5mLを加え蒸発乾固

250℃、2時間

溶解

[38]の単元素測定の場合

ろ紙5種A

水素化物発生
原子吸光法

5%硫酸鉄（Ⅲ）ｱﾝﾓﾆｳﾑ水溶液 0.5mL
50%ｱﾝﾓﾆｱ水 pH8～9

加熱（50℃、20分間）後、放冷

濃硝酸 0.5mL

ろ紙5種B

水酸化鉄（Ⅲ）共沈殿

100mL
ﾃﾌﾛﾝ製ﾋﾞｰｶ

水質試料 ろ過

500mL
ﾃﾌﾛﾝ製ﾋﾞｰｶ

加熱

加熱・酸分解

ろ紙5種B

[34]の単元素測定の場合

濃硝酸 2mL
95℃、2時間

ICP-MS

溶解
加熱濃縮
（還元）

定容

振とう抽出

[5]インジウム及

びその化合物（イ
ンジウムとして）

[34]タリウム及び

その化合物（タリ
ウムとして）

[38]テルル及びそ

の化合物（テルル
として）

37%塩酸 10mL
95℃、2時間

水質試料 加熱

47%臭化水素酸15mL
ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ 10mL
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

濃ｷﾞ酸 pH3 Bond Elut Jr. NEXUS
10mL/分

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

溶解・定容

濃硝酸 10mL､
48%ﾌｯ酸 5mL及び

70%過塩素酸 0.5mL
250℃、2時間

石英繊維ろ紙
ﾊｲﾎﾞﾘｭｰﾑ・ｴｱｻﾝﾌﾟﾗｰ

700L/分×24時間

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
乾固

LC/MS/MS-SRM-APCI-
ポジティブ又はネガティブ

捕集

[5]インジウム及

びその化合物（イ
ンジウムとして）

[34]タリウム及び

その化合物（タリ
ウムとして）

[38]テルル及びそ

の化合物（テルル
として）

[6]O -エチル=O -2-
(イソプロポキシ

カルボニル)フェ

ニル=N -イソプロ

ピルホスホルアミ
ドチオアート（別
名：イソフェンホ
ス）

[15] 2-(4-クロロ-6-
エチルアミノ-
1,3,5-トリアジン-
2-イル)アミノ-2-
メチルプロピオノ
ニトリル（別名：
シアナジン）

[56]りん酸(Z )-2-
クロロ-1-(2,4,5-ト
リクロロフェニ
ル)ビニル=ジメチ

ル（別名：テトラ
クロルビンホス又
はCVMP）

【水質】

水質試料 pH調整

洗浄

溶解・定容

固相抽出

分析原理：ICP-MS

検出下限値：

 【大気】（ng/ｍ3
）

　   [5] 0.007
　 [34] 0.002
　 [38] 0.016

分析条件：
 機器

  ICPM-8500

【大気】

大気 短冊状に切断

加熱酸分解

ｾﾗﾐｯｸ製ﾊｻﾐ

2%硝酸

50mL

ICP-MS

精製水 10mL

1,000mL

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ｼﾞｳﾛﾝ-d6 10ng

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ

1mL
LC/MS/MS-SRM-ESI-ポジティブ

溶出

酢酸ｴﾁﾙ 5mL

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
115In用103Rh 1,000ng
205Tl用209Bi 1,000ng
122Te用102Pt 1,000ng

濃縮

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
APCI-ポジティブ又はネガ

ティブ及びLC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
      [6] 2
    [15] 0.4
    [56] 1.0

分析条件：
 機器

  LC：Shimadzu Prominence
       　System
  MS：API3200
 カラム

  Mightysil RP-18 GP
  150mm×2.0mm、5μm
  又は

  L-column ODS
  150mm×2.0mm、5μm
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

[7]S -エチル=2-(4-
クロロ-2-メチル

フェノキシ)チオ

アセタート（別
名：フェノチオー
ル又はMCPAチオ

エチル）

[13] 4-オキシラニ

ル-1,2-エポキシシ

クロヘキサン

[35] チオりん酸

O,O -ジエチル-O -
2-キノキサリニル

（別名：キナルホ
ス）

[37] 2,3,5,6-テトラ

フルオロ-4-メチ

ルベンジル=(Z )-
3-(2-クロロ-3,3,3-
トリフルオロ-1-
プロペニル)-2,2-
ジメチルシクロプ
ロパンカルボキシ
ラート（別名：テ
フルトリン）

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
0.1又は1mLまで

GC/MS-SIM-EI

Sep-Pak PS-AIR
0.5L/分×24時間

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾌｪﾅﾝﾄﾚﾝ-d8 50又は100ng

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

【大気】

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 10mL

捕集 溶出大気

濃縮

分析原理：GC/MS-SIM-EI

検出下限値：

 【大気】（ng/ｍ3
）

      [7] 9
    [13]16
    [35] 3
    [37] 0.5

分析条件：
 機器

  GC：Agilent 6890
  MS：JMS-K9 又は

            GCMS-QP2010
 カラム

  HP-5MS
  30m×0.25mm、0.25μm又は

  DB-5MS
  30m×0.25mm、0.25μm
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

GC/MS-SIM-EI

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
窒素ﾊﾟｰｼﾞ
0.2mLまで

Sep-Pak Plus PS-2
10mL/分

[52]については、以下の方法により固相抽出後GC/MS-SIM-EIにて詳細環境調査

対象物質[11]及び[30]と同時分析された例があった。

[8]2-エチルアミノ

-4-イソプロピル

アミノ-6-メチル

チオ-1,3,5-トリア

ジン（別名：アメ
トリン）

[21] [1α (S *),3α ]-
(±)-シアノ(3-フェ

ノキシフェニル)
メチル=3-(2,2-ジ
クロロエテニル)-
2,2-ジメチルシク

ロプロパンカルボ
キシラート（別
名：α -シペルメ

トリン）
　
[35]チオりん酸

O ,O -ジエチル-O -
2-キノキサリニル

（別名：キナルホ
ス）

[37]2,3,5,6-テトラ

フルオロ-4-メチ

ルベンジル=(Z )-
3-(2-クロロ-3,3,3-
トリフルオロ-1-
プロペニル)-2,2-
ジメチルシクロプ
ロパンカルボキシ
ラート（別名：テ
フルトリン）

[44]2-(4-ブロモジ

フルオロメトキシ
フェニル)-2-メチ

ルプロピル=3-
フェノキシベンジ
ルエーテル（別
名：ハルフェンプ
ロックス）

[52]メチル=2-(4,6-
ジメトキシ-2-ピ
リミジニルオキ
シ)-6-[1-(メトキシ

イミノ)エチル]ベ
ンゾアート（別
名：ピリミノバッ
クメチル）

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾌﾙｵﾗﾝﾃﾝ-d10 20ng

1e,3e,5a-ﾄﾘﾌｪﾆﾙｼｸﾛﾍｷｻﾝ-d5 20ng

濃縮

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

水質試料

水質試料

振とう抽出 脱水

【水質】

              ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加

           HCB-13C6 50又は100ng
          ﾌﾙｵﾗﾝﾃﾝ-d10 50又は100ng
1e,3e,5a-ﾄﾘﾌｪﾆﾙｼｸﾛﾍｷｻﾝ-d5 50又は100ng

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
窒素ﾊﾟｰｼﾞ

0.5又は1mLまで

溶出

GC/MS-SIM-EI

 ｼｸﾛﾛﾒﾀﾝ 5mL

1,000mL
塩化ﾅﾄﾘｳﾑ 40g

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 100mL×2回

固相抽出

1,000mL
塩化ﾅﾄﾘｳﾑ 40g

濃縮

分析原理：GC/MS-SIM-EI

検出下限値：
【水質】（ng/L）
　    [8]  3.2
　  [21] 10
　  [35]   8
　  [37]   8
　  [44] 13
      [52]  ※17
※は異性体ごとの検出下限
値の合計とした。

分析条件：
 機器

  GC：HP5890 II又はHP6890
  MS：JMS-AM II 50
 カラム

  Agilent Ultra 2
  25m×0.2mm、0.33μm

 

160



調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

[9]5-エチル-5-
フェニル-
2,4,6(1H ,3H ,5H )-
ピリミジントリオ
ン（別名：フェノ
バルビタール）

大気

Sep-Pak Plus PS-2
10mL/分

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

ろ過

固相抽出水質試料

LC/MS-又はLC/MS/MS-
SIM-ESI-ネガティブ

200mL

【水質】

捕集

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ/精製水(50:50)
2mL

溶解・定容

溶出

Sep-Pak Plus C18
0.7L/分×24時間

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

ﾒﾀﾉｰﾙ 5mL

【大気】

溶出

濃縮

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
1mLまで

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
乾固

HPLC用ﾃﾞｨｽﾎﾟｰｻﾞﾌﾞﾙ

ｶｰﾄﾘｯｼﾞ13mm、0.45μm

濃縮

LC/MS-又はLC/MS/MS-
SIM-ESI-ネガティブ

精製水/ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ(70:30)
1mL

分析原理：LC/MS-又は

LC/MS/MS-SIM-ESI-ネガ

ティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [9] 4

分析条件：
 機器

  LC：Shimadzu Prominence
      　 System
  MS：API3200
 カラム

  YMC-Pack Pro C18 RS
  150mm×2.0mm、5μm

分析原理：LC/MS-又は

LC/MS/MS-SIM-ESI-ネガ

ティブ

検出下限値：

 【大気】（ng/ｍ3
）

　 [9] 0.9

分析条件：
 機器

  LC：Shimadzu Prominence
      　 System
  MS：API3200
 カラム

  YMC-Pack Pro C18 RS
  150mm×2.1mm、3.5μm

[9]5-エチル-5-
フェニル-
2,4,6(1H ,3H ,5H )-
ピリミジントリオ
ン（別名：フェノ
バルビタール）
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

【水質】

水質試料 固相抽出 溶出

200mL Sep-Pak Plus PS-2
10mL/分

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
乾固

[10]エチレンイミ

ン
【水質】

水質試料 誘導体化 振とう抽出

ｸﾛﾛﾎﾙﾑ 10mL×2回100mL

精製水

10mL

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

洗浄

LC/MS/MS-SRM-ESI-ポジティブ

転溶

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 1mL

りん酸緩衝液(pH11.7) 1mL
塩化ﾅﾄﾘｳﾑ 3g

1,2-ﾅﾌﾄｷﾉﾝ-4-ｽﾙﾎ ﾝ酸ﾅﾄﾘｳﾑ

(8mg/mL)5mL

LC/MS-SRM-ESI-ポジティブ

精製水 50mL

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ｼﾏｼﾞﾝ-d10 50ng

濃縮

ﾒﾀﾉｰﾙ 5mL

定容

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [10] 4

分析条件：
 機器

  LC：Shimadzu Prominence
      　 System
  MS：API3200
  カラム

  L-column ODS
  150mm×2.1mm、5μm

分析原理：LC/MS-SRM-ESI-
ポジティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [11] 0.6

分析条件：
 機器

  LC：Shimadzu Prominence
      　 System
  MS：API3200
  又は

  LC：Shimadzu LC-20
  MS：Applied Biosystems
            API3000
 カラム

  Supelco Ascentis C18
  50mm×2.1mm、3μm又は

  ODS-SP
  250mm×2.1mm、5μm

[11]4'-エトキシア

セトアニリド（別
名：フェナセチ
ン）
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

水質試料

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

溶出・定容洗浄

精製水 20mL ﾒﾀﾉｰﾙ

5mL

【水質】

水質試料 固相抽出

100mL Sep-Pak Plus PS-2
3mL/分

pH調整

10%ｷﾞ酸 pH4～5

捕集

[26]については、ヘッドスペースGC/MSによって分析された例があった。

窒素 14.7psiSUMMA Canister  6L
3.3mL/分×24時間

導入量 5mL

加圧・希釈

36mL

【大気】

内標準添加
ﾄﾙｴﾝ-d8 1ng

LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

分析原理：GC/MS-SIM-EI

検出下限値：

 【大気】（ng/ｍ3
）

　 [12] 16

分析条件：
 機器

  GC：Agilent 6890
  MS：Agilent 5973MSD
  又はGCMS-QP5050A
 カラム

  VARIAN CP-PoraBONDQ
  25m×0.32mm、5μm

GC/MS-SIM-EI

分析原理：パージアンドト
ラップGC/MS-SIM-EI

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
     [12]  1.6
     [19]  1.4
     [26]  4
     [31] 10
     [36] 11
     [43] 20

分析条件：
 機器

  GC：GC Trace
  MS：Voyager
  PT：Tekmar AQUA  PT
           5000J
  又は

  GCMS-QP5050A
  PT：Tekmar 4000J
 カラム

  TC-624
  60m×0.32mm、1.8μm又は

  AQUATIC
  60m×0.25mm、1.0μm

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

【水質】

パージアンドトラップ
GC/MS-SIM-EI

内標準添加
ﾄﾙｴﾝ-d8 1ng

濃縮・導入

Tekmar AUTOCan

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [14] 70

分析条件：
 機器

  LC：Aliance 2695
  MS：Quattro micro API
 カラム

  Mightysil RP-18 GP
  150mm×2.0mm、5μm又は

  X Bridge RP18
  150mm×2.1mm、5μm

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

大気

[12]1,2-エポキシ

ブタン

[19] 1-クロロ-2-メ
チルプロペン

[26]ジクロロブロ

モメタン

[31] ジブロモテト

ラフルオロエタン
（別名：ハロン-
2402）

[36] テトラクロロ

ジフルオロエタン
（別名：CFC-
112）

[43] ブロモクロロ

ジフルオロメタン
（別名：ハロン-
1211）

[14]5-クロロ-N -
{2-[4-(2-エトキシ

エチル)-2,3-ジメ

チルフェノキシ]
エチル}-6-エチル

ピリミジン-4-ア
ミン（別名：ピリ
ミジフェン）
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

溶出

水質試料

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

捕集

濃縮

Bond Elut Jr. NEXUS
0.7L/分×24時間

【水質】

PVDF 13mm､0.2μm

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
APCI-ポジティブ

検出下限値：

 【大気】（ng/ｍ3
）

        [15] 0.4
        [52] ※1.0
        [56] 0.4
※は異性体ごとの検出下限
値の合計とした。

分析条件：
 機器

  LC：Shimadzu Prominence
      　 System
  MS：API3200
 カラム

  L-column ODS
  150mm×2.1mm、5μm

分析原理：パージアンドト
ラップGC/MS-SIM-EI

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [16] 3

分析条件：
 機器

  GCMS-QP5050A
  PT：Tekmar 4000J
  カラム

  AQUATIC
  60m×0.25mm、1.0μm

内標準添加
塩化ﾋﾞﾆﾙ-d3 1ng

パージアンドトラップ
GC/MS-SIM-EI

導入量 5mL36mL

LC/MS/MS-SRM-APCI-ポジティブ

【大気】

大気

溶解・定容

酢酸ﾒﾁﾙ 5mL

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
乾固

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

内標準添加
ｼﾞｳﾛﾝ-d6 10ng

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ
1mL

ろ過

[16]クロロトリフ

ルオロメタン（別
名：CFC-13）

[15]2-(4-クロロ-6-
エチルアミノ-
1,3,5-トリアジン-
2-イル)アミノ-2-
メチルプロピオノ
ニトリル（別名：
シアナジン）

[52] メチル=2-
(4,6-ジメトキシ-
2-ピリミジニルオ

キシ)-6-[1-(メトキ

シイミノ)エチル]
ベンゾアート（別
名：ピリミノバッ
クメチル）

[56] りん酸(Z )-2-
クロロ-1-(2,4,5-ト
リクロロフェニ
ル)ビニル=ジメチ

ル（別名：テトラ
クロルビンホス又
はCVMP）
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

【水質】

pH調整

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

LC/MS/MS-SRM-ESI-ポジティブ溶解・定容

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ
 0.5mL

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾌﾀﾙ酸ﾋﾞｽ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ)-d4 2ng

振とう抽出

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ

窒素ﾊﾟｰｼﾞ

乾固

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

検出下限値：

 【大気】（ng/ｍ3
）

　 [17] 0.20

分析条件：
  LC：Shimadzu Prominence
      　 System
  MS：API3200
 カラム

  Inertsil ODS-3
  150mm×2.1mm、3μm

【大気】

大気 捕集 溶出・定容

Oasis HLB Plus
0.4L/分×24時間

ﾒﾀﾉｰﾙ
10mL

LC/MS/MS-SRM-ESI-ポジティブ

濃縮脱水

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ
30mL×2回

100mL 精製水 80mL
12N塩酸 10mL
0.6N塩酸 4mL

pH2

12M水酸化ｶﾘｳﾑ水溶液

10mL
80℃､2時間

加水分解水質試料

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [17] 4

分析条件：
 機器

  LC：Shimadzu Prominence
      　 System
  MS：API3200
 カラム

  Inertsil Ph-3
  150mm×2.1mm、3μm

[17]O -6-クロロ-3-
フェニル-4-ピリ

ダジニル=S -n -オ
クチル=チオカル

ボナート（別名：
ピリデート）

[17]O -6-クロロ-3-
フェニル-4-ピリ

ダジニル=S -n -オ
クチル=チオカル

ボナート（別名：
ピリデート）
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

LC/MS/MS-SRM-ESI-ネガティブ

捕集

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

【大気】

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
窒素ﾊﾟｰｼﾞ

乾固

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
2,4-D-d5 10ng

気液平衡化

ﾒﾀﾉｰﾙ 0.5mL

1N塩酸 pH2
塩化ﾅﾄﾘｳﾑ 6g

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ネガティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [18] 6

分析条件：
 機器

  LC：Shimadzu Prominence
      　 System
  MS：API3200
 カラム

  Xterra MS C18
  150mm×2.1mm、3.5μm

【水質】

水質試料 pH調整

脱水

100mL

濃縮 溶解・転溶

酢酸ｴﾁﾙ

50mL×2回

振とう抽出

分析原理：ヘッドスペース
GC/MS-SIM-EI

検出下限値：
 【底質】（ng/g-dry）
　 [19] 0.13
 　[26] 0.6

分析条件：
 機器

  GC：GC Trace
  MS：Voyager
  又はHP7694/7693
  又はGCMS-QP5050A
  PT：Tekmar 4000J
  HS：HP7694
 カラム

  AQUATIC
  60m×0.25mm、0.25μm又は

  DB-1301
  60m×0.25mm、1μm

ヘッドスペースGC/MS-SIM-EI

[26]については、パージアンドトラップGC/MS-SIM-EIによって分析された例が

あった。

Sep-Pak PS-AIR
2L/分×24時間

ﾒﾀﾉｰﾙ
5mL

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ネガティブ

検出下限値：

 【大気】（ng/ｍ3
）

　 [18] 0.4

分析条件：
 機器

  LC：Shimadzu Prominence
      　 System
  MS：API3200
 カラム

  YMC-Pack Pro C18 RS
  150mm×2.0mm、5μm

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
2,4-D-d5 50ng

溶出・定容大気

LC/MS/MS-SRM-ESI-ネガティブ

「昭和63年度化学物質分析法開発調査報告書」を参考に変更

約40℃､2時間

静置

湿重量5g (容器容量 20mL)
精製水 15mL

【底質】

底質試料 抽出

[19]1-クロロ-2-メ
チルプロペン

[26]ジクロロブロ

モメタン

[18]2-クロロプロ

ピオン酸
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

分析原理：GC/MS-SIM-EI

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [20] 6

分析条件：
 機器

  GC：GC Trace 2000
  MS：Voyager
 カラム

  ENV-5MS
  15m×0.25mm、0.1μm濃縮

【水質】

水質試料 振とう抽出 脱水

1,000mL ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ
100mL×2回

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

5%含水ｼﾘｶｹﾞﾙ 5g
予備洗浄：ﾍｷｻﾝ 100mL

妨害物質除去：ﾍｷｻﾝ 100mL
溶出：ｱｾﾄﾝ/ﾍｷｻﾝ(5:95) 100mL

GC/MS-SIM-EI

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
p -ﾀｰﾌｪﾆﾙ-d14 5又は10ng

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

【大気】

大気 捕集 溶出

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 10mLSep-Pak PS-AIR
0.5L/分×24時間

又は
石綿繊維ろ紙
3L/分×24時間

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
窒素ﾊﾟｰｼﾞ

　0.5mLまで

カラムクリーンアップ

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
 　1mLまで

窒素ﾊﾟｰｼﾞ

1mLまで

濃縮

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾌﾙｵﾗﾝﾃﾝ-d10 10ng

分析原理：GC/MS-SIM-EI

検出下限値：

 【大気】（ng/ｍ3
）

　 [20] 23

分析条件：
 機器

  GC：Agilent 6890
  MS：JMS-K9又は

            AutoSpec Ultima
 カラム

  HP-5
  30m×0.32mm、0.25μm

GC/MS-SIM-EI濃縮

[20]α -シアノ-3-
フェノキシベンジ
ル=2,2-ジクロロ-
1-(4-エトキシフェ

ニル)シクロプロ

パンカルボキシ
ラート（別名：シ
クロプロトリン）

[20]α -シアノ-3-
フェノキシベンジ
ル=2,2-ジクロロ-
1-(4-エトキシフェ

ニル)シクロプロ

パンカルボキシ
ラート（別名：シ
クロプロトリン）
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

分析原理：GC/MS-SIM-EI

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [22] 400

分析条件：
 機器

 GCMS-QP2010
 カラム

  DB-5
  30m×0.32mm、0.25μm

[22]シクロヘキサ

ノン
【水質】

水質試料 誘導体化

50mL

脱水抽出

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

内標準添加
ﾌｪﾅﾝﾄﾚﾝ-d10 100ng

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ネガティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [23] 11

分析条件：
 機器

  LC：Aliance 2695
  MS：Quattro micro API
  又は

  LC：Shimadzu Prominence
      　 System
  MS：API3200
 カラム

  L-column ODS
  50mm×2.1mm、3μm又は

  ODS-SP
  250mm×2.1mm、5μm

分析原理：GC/MS-SIM-EI

検出下限値：
 【底質】（ng/g-dry）
　 [22] 13

分析条件：
 機器

 GCMS-QP2010
 カラム

  DB-5
  30m×0.32mm、0.25μm

【底質】

底質試料 水蒸気蒸留 誘導体化

湿重量20g 留出 400mL

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

GC/MS-SIM-EI

o -(2,3,4,5,6-ﾍﾟﾝﾀﾌﾙｵﾛﾍﾞﾝｼﾞ
ﾙ)ﾋﾄﾞﾛｷｼﾙｱﾐﾝ塩酸塩水溶液

(1mg/mL) 10mL
2時間静置後

50%硫酸 0.8mL

水質試料

「昭和54年度化学物質分析法開発調査報告書」を参考に変更

o -(2,3,4,5,6-ﾍﾟﾝﾀﾌﾙｵﾛﾍﾞﾝｼﾞﾙ)ﾋ
ﾄﾞﾛｷｼﾙｱﾐﾝ塩酸塩水溶液

(1mg/mL) 5mL
2時間静置後

50%硫酸 0.8mL

100mL ﾒﾀﾉｰﾙ
5mL

Sep-Pak Plus C18
又は

Empore Disk C18(47mm)
10mL/分

塩化ﾅﾄﾘｳﾑ 20g
ﾍｷｻﾝ 5mL

LC/MS/MS-SRM-ESI-ネガティブ

塩化ﾅﾄﾘｳﾑ 20g
ﾍｷｻﾝ 5mL

内標準添加
ﾌｪﾅﾝﾄﾚﾝ-d10 100ng

「昭和54年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

抽出

【水質】

GC/MS-SIM-EI

固相抽出 溶出・定容

脱水

[23]1-(3,5-ジクロ

ロ-2,4-ジフルオロ

フェニル)-3-(2,6-
ジフルオロベンゾ
イル)尿素（別

名：テフルベンズ
ロン）
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

分析原理：LC/MS-SIM又は

LC/MS/MS-SRM-ポジティブ

又はネガティブ

検出下限値：

 【大気】（ng/ｍ3
）

     [23] 0.20
     [24] 2.2
     [25] 1.6
     [42] 0.3
     [47] 1.9
     [53] 3
     [54] 0.3

分析条件：
 機器

  LC：Aliance 2695
  MS：Quattro Premier XE
  又は

  LC：Shimadzu Prominence
      　 System
  MS：API3200
 カラム

  SunFire C18
  150mm×2.1mm、3.5μm
  又は

  ODS-SP
  150mm×2.1mm、5μm

【大気】

大気 捕集 溶出・定容

Sep-Pak PS-AIR
0.7L/分×24時間

ｱｾﾄﾝ
10mL

ろ過
LC/MS-SIM又はLC/MS/MS-SRM-

ポジティブ又はネガティブ
Sep-Pak Connection Kit

1mL/分

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

[23]1-(3,5-ジクロ

ロ-2,4-ジフルオロ

フェニル)-3-(2,6-
ジフルオロベンゾ
イル)尿素（別

名：テフルベンズ
ロン）

[24] 2,4'-ジクロロ-
α -(5-ピリミジニ

ル)ベンズヒドリ

ル=アルコール

（別名：フェナリ
モル）

[25] 2-(2,4-ジクロ

ロフェニル)-1-
(1H -1,2,4-トリア

ゾール-1-イル)-2-
ヘキサノール（別
名：ヘキサコナ
ゾール）

[42] N -プロピル-
N -[2-(2,4,6-トリク

ロロフェノキシ)
エチル]イミダ

ゾール-1-カルボ

キサミド（別名：
プロクロラズ）

[47] ヘキサヒドロ

-1,3,5-トリニトロ-
1,3,5-トリアジン

（別名：シクロナ
イト）

[53] メチル=3-(4-
メトキシ-6-メチ

ル-1,3,5-トリアジ

ン-2-イルカルバ

モイルスルファモ
イル)-2-テノアー

ト（別名：チフェ
ンスルフロンメチ
ル）

[54] 2-メチル-1,1'-
ビフェニル-3-イ
ルメチル=(Z )-3-
(2-クロロ-3,3,3-ト
リフルオロ-1-プ
ロペニル)-2,2-ジ
メチルシクロプロ
パンカルボキシ
ラート（別名：ビ
フェントリン）
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

ﾒﾀﾉｰﾙ
6mL

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [24] 1.8

分析条件：
 機器

  LC：Aliance 2695
  MS：Quattro micro API
  又は

  LC：Shimadzu Prominence
      　 System
  MS：API3200
 カラム

  Inertsil ODS-3
  150mm×2.1mm、5μm又は

  ODS-SP
  150mm×2.1mm、5μm

【水質】

水質試料 固相抽出

200mL Sep-Pak Plus PS-2
10mL/分

精製水10mL

LC/MS/MS-SRM-ESI-ポジティブ

LC/MS/MS-SRM-ESI-ポジティブ

洗浄

200mL

【水質】

固相抽出 溶出・定容

ﾒﾀﾉｰﾙ 2mL

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [25] 6

分析条件：
 機器

  LC：Shimadzu Prominence
      　 System
  MS：API3200
 カラム

  ODS-SP
  250mm×2.1mm、5μm又は

  SunFire C18
  150mm×2.1mm、5μm

定容溶出

Sep-Pak Plus C18
又は

Sep-Pak Plus tC18
10mL/分

ﾒﾀﾉｰﾙ
3mL

水質試料

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

脱水

[24]2,4'-ジクロロ-
α -(5-ピリミジニ

ル)ベンズヒドリ

ル=アルコール

（別名：フェナリ
モル）

[25]2-(2,4-ジクロ

ロフェニル)-1-
(1H -1,2,4-トリア

ゾール-1-イル)-2-
ヘキサノール（別
名：ヘキサコナ
ゾール）
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

5%含水ｼﾘｶｹﾞﾙ 5g
予備洗浄：ﾍｷｻﾝ 100mL

妨害物質除去：ﾍｷｻﾝ 10mL
溶出：ﾍｷｻﾝ 20mL

GC/MS-SIM-EI

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ

1mLまで

溶解・定容

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

水質試料

濃縮

1,000mL ﾍｷｻﾝ 100mL

振とう抽出

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

検出下限値：

 【大気】（ng/ｍ3
）

　 [27] 0.19

分析条件：
 機器

  LC：Shimadzu LC-10Avp
  MS：API 4000
 カラム

  Inertsil ODS-3
  50mm×2.1mm、3μm

濃縮
LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

大気

ﾒﾀﾉｰﾙ
1mL

【大気】

捕集

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
乾固

Sep-Pak Plus C18
0.7L/分×24時間

溶出

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾅﾌﾀﾚﾝ-d8 50ng

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
窒素ﾊﾟｰｼﾞ

1mLまで

ｼﾞｴﾁﾙｴｰﾃﾙ 5mL

分析原理：GC/MS-SIM-EI

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [28] 2

分析条件：
 機器

  GC：GC Trace 2000
  MS：Voyager
 又はGCMS-QP2010
 カラム

  ENV-5MS
  15m×0.25mm、0.1μm又は

  DB-5MS
  30m×0.25mm、0.25μm

【水質】

濃縮

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

脱水

カラムクリーンアップ

[27]2,4-ジニトロ-
6-オクチルフェニ

ル=クロトナート

及び2,6-ジニトロ-
4-オクチルフェニ

ル=クロトナート

の混合物（オクチ
ル基が1-メチルヘ

プチル基、1-エチ

ルヘキシル基又は
1-プロピルペンチ

ル基であるものの
混合物に限る。）
（別名：ジノカッ
プ又はDPC）

[28]ジビニルベン

ゼン
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

溶出

希釈

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ/精製水(50:50)
10mL

大気 捕集

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

LC/MS/MS-SRM-ESI-ポジティブ

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 5mL

定容

LC/MS/MS-SRM-ESI-ポジティブ

20mM酢酸/ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ(1:1)
5mL

固相抽出

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

窒素ﾊﾟｰｼﾞ

1mLまで

溶出

Sep-Pak Plus PS-2
10mL/分

0.1N水酸化ﾅﾄﾘｳﾑ水溶液

 pH7～9

[30]2-(ジ-n -ブチ

ルアミノ)エタ

ノール

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [29] 2.2

分析条件：
 機器

  Agilent MSD SL又は

  API3200-LC/MS/MS
 カラム

  Zorbax XDB C-18
  150mm×2.1mm、3.5μm、

  YMC-Pack Pro C18 RS
  150mm×2.0mm、5μm又は

  Develosil C30-UG-5
  150mm×2.0mm、5μm

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ/精製水(50:50)
2mL

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

検出下限値：

 【大気】（ng/ｍ3
）

　 [30] 18

分析条件：
 機器

  LC：Shimadzu LC-20
  MS：API3200
 カラム

  Discovery HS F5
  50mm×2.1mm、3μm

ｱｾﾄﾝ 5mLSep-Pak Plus Silica
0.1L/分×24時間

又は
Sep-Pak PS-AIR
0.7L/分×24時間

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [30] 25

分析条件：
 機器

  LC：Shimadzu LC-20
  MS：API3200
 カラム

  Discovery HS F5
  50mm(又は150mm)×
  2.1mm、  3μm
 

【水質】

水質試料 ろ過

200mL

pH調整

0.1N塩酸 pH3

LC/MS/MS-SRM-ESI-ポジティブ

【大気】

ｶﾞﾗｽ繊維ろ紙

pH調整

【水質】

水質試料 固相抽出 溶出

濃縮

200mL Sep-Pak Plus PS-2
10mL/分

[30]2-(ジ-n -ブチ

ルアミノ)エタ

ノール

[29]5,5-ジフェニ

ル-2,4-イミダゾリ

ジンジオン（別
名：フェニトイ
ン）
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

導入量 5mL

水質試料

精製水50mL
精製水25mL

カラムクリーンアップ

「平成10年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
13C6-HCB 100ng

内標準添加
1,4-ｼﾞﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾀﾝ-d8 1ng
1,3-ｼﾞﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾀﾝ-d6 1ng
1-ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾍﾟﾝ-d7 1ng

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

濃縮

窒素ﾊﾟｰｼﾞ

1mLまで

パージアンドトラップ
GC/MS-SIM-EI

【水質】

36mL

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

脱水

ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加
ﾌｪﾅﾝﾄﾚﾝ-d10 100ng

分析原理：GC/MS-SIM-EI

検出下限値：
 【生物】（ng/g-wet）
　 [40] 0.2

分析条件：
 機器

  GCMS-QP2010
 カラム

  DB-5
  30m×0.25mm、0.25μm

【生物】

生物試料 アルカリ分解 振とう抽出

湿重量20g

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
3mLまで

[40]フェナントレ

ン

洗浄

分析原理：パージアンドト
ラップGC/MS-SIM-EI

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
     [32] 1.5
     [33] 0.6
     [45] 1.8

分析条件：
 機器

  GCMS-QP5050A
  PT：Tekmar 4000J
  カラム

  AQUATIC-2
  60m×0.25mm、1.0μm

1M水酸化ﾅﾄﾘｳﾑ-ｴﾀﾉｰﾙ 50mL
室温、15時間

濃縮

濃縮

活性化ｼﾘｶｹﾞﾙ又は5%含水ｼﾘｶｹﾞﾙ 5g
溶出：ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ/ﾍｷｻﾝ(10:90) 80mL

ﾍｷｻﾝ/ｴﾀﾉｰﾙ(1:1) 20mL
精製水 50mL

ﾍｷｻﾝ 50mL×2回

GC/MS-SIM-EI

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ

3mLまで

[32]1,4-ジブロモ

ブタン
[33] 1,3-ジブロモ

プロパン
[45] 3-ブロモ-1-プ
ロペン（別名：臭
化アリル）
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加
ﾌｪﾅﾝﾄﾚﾝｰd10 20ng

石英繊維ろ紙及び
Empore Disk C18FF

3 L/分×24時間

かく拌抽出

[40]フェナントレ

ン
【大気】

大気 捕集 超音波抽出

[41]1-tert -ブチル-
3-(2,6-ジイソプロ

ピル-4-フェノキ

シフェニル)チオ

尿素（別名：ジア
フェンチウロン）

濃縮

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
3mLまで

転溶

ﾍｷｻﾝ 50mL

「平成10年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

Empore Disk C18FFについて

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 20mL
30秒×2回

水質試料 固相抽出

濃縮

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
3mLまで

【水質】

カラムクリーンアップ

GC/MS-SIM-EI

Sep-Pak Silica 5g
溶出：ｱｾﾄﾝ/ﾍｷｻﾝ(20:80) 10mL

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加

HCB-13C6 20又は50ng

MEGA BE-CH
10mL/分

LC/MS/MS-SRM-ESI-ポジティブ

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

溶出・定容

200mL
ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 133mL

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ
5mL

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [41] 20

分析条件：
 機器

  LC：Shimadzu Prominence
      　 System
  MS：API3200
  カラム

  ODS-SP
  250mm×2.1mm、5μm

分析原理：GC/MS-SIM-EI

検出下限値：

 【大気】（ng/ｍ3
）

　 [40] 1.6

分析条件：
 機器

  GCMS-QP2010
 カラム

  DB-5
  30m×0.25mm、0.25μm

濃縮

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
0.2mLまで

石英繊維ろ紙について
ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 20mL

15分×2回
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

洗浄

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

LC/MS/MS-SRM-
ESI-ネガティブ

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ネガティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [46] 25

分析条件：
 機器

  LC：Shimadzu Prominence
      　 System
  MS：API2000
 カラム

  Synergi MAX-RP80A
  150mm×2.0mm、4μm通気 30分間 ﾒﾀﾉｰﾙ 5mL

溶出

【水質】

水質試料 ろ過 pH調整

ｶﾞﾗｽ繊維ろ紙

Sep-Pak Plus PS-2
10mL/分

固相抽出 乾燥

1,000mL
（pH7～8.5を確認)

濃縮

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
乾固

ｱｾﾄﾝ/精製水(50:50)
1mL

乾燥

溶解・定容

窒素ﾊﾟｰｼﾞ

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
2,4D-d5 10ng

溶解・定容

溶出

精製水 15mL

【水質】

固相抽出

100mL 1N硝酸

pH3.5～5.0

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
     [42] 1.8
     [53] 40

分析条件：
 機器

  LC：Shimadzu Prominence
      　 System
  MS：API3200
 カラム

  ODS-SP
  150mm×2.0mm、3μm
  又は

  250mm×2.1mm、5μm

濃縮

2N塩酸 pH2

水質試料

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
乾固

ﾒﾀﾉｰﾙ/精製水(1:1)
1mL

pH調整

Aqusis PLS-3
10mL/分

ﾒﾀﾉｰﾙ 5mL

[42]N -プロピル-
N -[2-(2,4,6-トリク

ロロフェノキシ)
エチル]イミダ

ゾール-1-カルボ

キサミド（別名：
プロクロラズ）

[53] メチル=3-(4-
メトキシ-6-メチ

ル-1,3,5-トリアジ

ン-2-イルカルバ

モイルスルファモ
イル)-2-テノアー

ト（別名：チフェ
ンスルフロンメチ
ル）

[46]1,4,5,6,7,7-ヘ
キサクロロビシク
ロ[2.2.1]-5-ヘプテ

ン-2,3-ジカルボン

酸（別名：クロレ
ンド酸）
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

LC/MS/MS-SRM-ESI-ネガティブ

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ネガティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [47] 22

分析条件：
 機器

  LC：Shimadzu Prominence
      　 System
  MS：API3200
 カラム

  ODS-SP
  250mm×2.1mm、5μm

【水質】

分取

分析原理：LC/MS/MS-SRM-
ESI-ネガティブ

検出下限値：

 【大気】（ng/ｍ3
）

　 [46] 6

分析条件：
 機器

  LC： Shimadzu Prominence
      　  System
  MS：API-4000
 カラム

  Synergi MAX-RP80A
  150mm×2.0mm、4μm

濃縮 定容

2mL

Sep-Pak PS-AIR
0.7L/分×24時間

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
0.5mLまで

100mL

LC/MS/MS-SRM-ESI-ネガティブ

【大気】

大気 捕集 溶出

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
2,4D-d5 10ng

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

定容

精製水

10mL

溶出

ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加

ｼｸﾛﾅｲﾄ-13C3 10ng

ParaPak RDX
10mL/分

水質試料

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 5mL

固相抽出

ｱｾﾄﾝ 10mL

ｱｾﾄﾝ/精製水(50:50)
1mL

[46]1,4,5,6,7,7-ヘ
キサクロロビシク
ロ[2.2.1]-5-ヘプテ

ン-2,3-ジカルボン

酸（別名：クロレ
ンド酸）

[47]ヘキサヒドロ-
1,3,5-トリニトロ-
1,3,5-トリアジン

（別名：シクロナ
イト）
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 100mL×2回

ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加
ﾍﾞﾝｼﾞﾘｼﾞﾝ=ﾄﾘｸﾛﾘﾄﾞ-d5 1,000ng

定容 分取

分析原理：GC/MS-SIM-EI

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [50] 50

分析条件：
 機器

  GCMS-QP2010
 カラム

  DB-WAX
  30m×0.25mm、0.25μm

分析原理：GC/MS-SIM-EI

検出下限値：

 【大気】（ng/ｍ3
）

     [48] 4
     [49] 2

分析条件：
 機器

  GCMS-QP2010
 カラム

  DB-5MS
  30m×0.25mm、0.5μm

【大気】

大気 捕集 溶出

Sep-Pak PS-AIR
2L/分×24時間

ｱｾﾄﾝ 4mL

GC/MS-SIM-EI

GC/MS-SIM-EI

ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加
ﾍﾞﾝｼﾞﾙｱﾙｺｰﾙ-d7 100ng

「昭和59年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

濃縮

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
窒素ﾊﾟｰｼﾞ
 1mLまで

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ｱﾝﾄﾗｾﾝ-d10 100ng

1,000mL
塩化ﾅﾄﾘｳﾑ 100g

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

0.1mL

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾌｪﾅﾝﾄﾚﾝｰd10 20ng

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

ｱｾﾄﾝ
5mL

【水質】

水質試料 振とう抽出 脱水

[50]ベンジルアル

コール

[48]ベンジリジン

=トリクロリド

[49] ベンジリデン

=ジクロリド
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

100-250mL溶出画分

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ｱﾝﾄﾗｾﾝ-d10 100ng

ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加
ﾍﾞﾝｼﾞﾙｱﾙｺｰﾙ-d7 100ng

脱水
カラム

クリーンアップ

ｼﾘｶｹﾞﾙ 5g
溶出：ｴｰﾃﾙ/ﾍｷｻﾝ(25:75)

250 mL

分析原理：GC/MS-SIM-EI

検出下限値：
 【底質】（ng/g-dry）
　 [50] 7

分析条件：
 機器

  GCMS-QP2010
 カラム

  DB-WAX
  30m×0.25mm、0.25μm

[50]ベンジルアル

コール
【底質】

底質試料 水蒸気蒸留 振とう抽出

湿重量10g 留出 400mL

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
1mLまで

塩化ﾅﾄﾘｳﾑ 40g
ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 50mL×2回

濃縮

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」を参考に変更

分取 濃縮 GC/MS-SIM-EI

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
窒素ﾊﾟｰｼﾞ
 1mLまで
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調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

ﾒﾀﾉｰﾙ 5mL

分析原理：LC/MS-又は

LC/MS/MS-SRM-APCI-ポジ

ティブ又はネガティブ

検出下限値：
 【底質】（ng/g-dry）
　  [51-1] ※150
　  [51-2] ※250
　  [51-3] ※230
　  [51-4] ※150
※は同族体ごとの検出下限
値の合計とした。

分析条件：
 機器

  Shimadzu LC/MS 2010A
 カラム

  YMC-Pack Pro C18 RS
  150mm×2.0mm、5μm又は

  Mightysil RP-18 GP
  150mm×2.0mm、5μm

固相抽出 乾燥 溶出

3,000rpm、5分間 ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
0.5mLまで

ﾒﾀﾉｰﾙ/精製水(1:1) 20mL

遠心分離

底質試料 振とう抽出 超音波抽出

Sep-Pak Plus
CM+QMA+C18

10mL/分

転溶

遠心分離3,000rpm又は

ｱｽﾋﾟﾚｰﾀ減圧による間隙水
の除去、 10分間

湿重量15g又は

乾泥10g相当

5分間ｱｾﾄﾝ 25又は40mL
5分間

濃縮

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

カラムクリーンアップ

LC/MS-又はLC/MS/MS-SRM-APCI-
ポジティブ又はネガティブ

ENVI-Carb 5g
溶出：ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ/ﾒﾀﾉｰﾙ(7:3) 10mL又は

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 10mL＋ﾒﾀﾉｰﾙ 10mL

溶解・転溶

濃縮

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
ﾒﾀﾉｰﾙ 1mLまで

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ

乾固

ﾒﾀﾉｰﾙ 5mL
酢酸ｴﾁﾙ 10mL

2回繰り返す

濃縮

【底質】

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
n- ﾄﾞﾃﾞｼﾙｱﾙｺｰﾙﾍﾌﾟﾀｴﾄｷｼﾚｰﾄ-d25 200ng

[51]ポリ(オキシエ

チレン)=アルキル

エーテル類（アル
キル基の炭素数が
12から15までのも

の）

[51-1]ポリ(オキシ

エチレン)=ドデシ

ルエーテル類（重
合度が2から19ま
でのもの）

[51-2]ポリ(オキシ

エチレン)=トリデ

シルエーテル類
（重合度が2から

19までのもの）

[51-3]ポリ(オキシ

エチレン)=テトラ

デシルエーテル類
（重合度が2から

19までのもの）

[51-4]ポリ(オキシ

エチレン)=ペンタ

デシルエーテル類
（重合度が2から

19までのもの）
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[55] 9-メトキシ-
7H -フロ[3,2-g ][1]
ベンゾピラン-7-
オン（別名：メト
キサレン）

【水質】

水質試料 振とう抽出 脱水

500mL
塩化ﾅﾄﾘｳﾑ 20g

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ

100mL×2回
無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

分析原理：GC/MS-SIM-EI

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [55] 10

分析条件：
 機器

  GCMS-QP2010
 カラム

  HP-5MS
  30m×0.25mm、0.25μm

「平成17年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

濃縮 GC/MS-SIM-EI

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
窒素ﾊﾟｰｼﾞ
1mLまで

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾌｪﾅﾝﾄﾚﾝ-d10 50又は100ng及び

ｱｾﾄﾝ/PEG200(1:99) 10μL
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